
ＵＲではＤＸ推進の基本的な考え方である「ＤＸ推進方針」とその行動計画である「ＤＸアクションプラン」を定め、ＤＸを推進
しています。これらの方針等に基づき、ＵＲは、職員のデジタルリテラシーを高めるとともに、業務や組織を変革していく人材の
育成と、ＤＸの活用を通じ、まちづくりの高度化やお客様の暮らしの満足度を高める新たなサービスの創出を目指していきます。

DX施策の推進

ＤＸ人材の育成

事 例 紹 介 まちづくりプロセスの高度化、効率化の実現
～3D都市モデルによる景観シミュレーション・VR体験等～

事 例 紹 介 Open Smar t  URの実現
～ IoT、AI等を活用した新たな住環境やサービスの提供～

みなとみらい21地区３Dアプリ

うめきた２期区域（グラングリーン大阪）の３D都市モデル

Open Smart UR 
生活モニタリング住戸

　3D都市モデルなどまちづくりデータの可視化を通じ、関係者間の円滑な
合意形成や設計・工事業務の生産性向上など、まちづくりの高度化、効率化
を目指しています。
　その一例として、みなとみらい21地区やうめきた2期区域（グラングリーン
大阪）の3D都市モデルを作成。上記の用途に加え、海外要人視察対応や、
ワークショップ・VR体験等に活用し、UR事業に対する理解を促進しました。
　なお、うめきた２期区域の3D都市モデルは、「３D・VRシミュレーションコ
ンテスト」において、内容や用途について高い評価を受け、グランプリ（最優
秀賞）を受賞。同コンテストは国、民間企業等の優れたＶＲデータ作品を表
彰してきた、20年以上続く歴史あるコンテストです。

　「Open Smart UR」とはIoTやAI等の情報技術を活用し
て、魅力的で安心な暮らしを提供するプロジェクトです。その
実現に向けて、技術的な検証や目指すべき環境づくりの検討
を進めています。
　URまちとくらしのミュージアム（東京都北区）にある登録有
形文化財の保存住棟において、IoTやAI等を活用した「生活モ
ニタリング住戸」を整備しました。住戸内に設置されたIoT機
器を連携させることにより、それらを1つの端末で操作するこ
とができます。また、同住戸に設置した温度、湿度、気圧、CO2
等の様々なセンサーからデータを取得・分析し、活用方法の
検討と技術的検証を進めています。

　全職員のデジタルリテラシー底上げを図るため、DXマインド・スタンスの啓発コンテンツ配信とリテラシーチェックを
行ったほか、昨年度に引き続きITパスポートの資格取得を推奨しました。
　また、ＤＸを活用し、経営課題の解決や新しい価値創造に係る施策を企画・立案できる「デジタルコア人材」の候補職員
を「DXプロデューサー」に認定。 DXプロデューサーに対し、専門性向上のための研修を実施しています。

・職種・階層別等研修の実施
・自己啓発支援として取得可能な資格

約 150 件・延べ約 5,400 人受講（Ｒ６年度実績）
約 80 種類 （Ｒ６年度実績）

・新規採用職員の女性比率
・女性の管理職比率
・障がい者の実雇用率

36.5% （R６年度入社）

9.8% （R７年4月1日時点）

 2.82% （R６年６月1日時点）

・住戸のバリアフリー化率
・ＵＲ賃貸住宅ストックの耐震化率

65.4% （R6年度末時点）

96.0% （R6年度実績）

・コンプライアンス研修の実施
・官製談合防止研修の実施

3,176 人受講 （Ｒ６年度実績）
595 人受講 （Ｒ６年度実績）

都市の国際競争力の強化と地域経済の活性化

・都市再生事業中の地区
・地方公共団体等とのまちづくりに関する協定の締結
・防災公園の整備と収容可能人数

86 地区 （R６年度末時点）
6 主体 （Ｒ６年度実績）

 約 3.5 ha （Ｒ６年度実績）
約 30,000 人 （Ｒ６年度中に供用開始された防災公園）

・他国との協定・覚書の締結
・海外からの視察・研修等による受入れ

16 件 （R６年度末時点）

42か国・1,125人 （R６年度実績）

災害に強いまちづくりの推進

・応急仮設住宅用地の提供と支援要員等の派遣

・津波・原子力被災地の復興に係る整備
・災害公営住宅の整備

約 8 ha・ 184 人 （Ｒ６年度末までの累計）
30 地区・1,547 ha （Ｒ６年度末時点）

86 地区・5,932 戸 （Ｒ６年度末までの累計）

66 回 （Ｒ６年度末時点）
71 団体 （Ｒ６年度末までの累計）

・地方公共団体等に対する研修・啓発活動
・地方公共団体等とＵＲとの関係構築

多様な世代が生き生きと安心して
暮らし続けられるコミュニティの創出

人々が安全・安心・快適に
暮らせる住まいの整備

・地域の医療福祉拠点化 264 団地 （R6年度末時点）

・団地内の高齢者・子育て支援施設 1,107 件 （R6年度末時点）

環境にやさしく美しいまちなみの形成

・CO2排出量の削減（H25年度比）
・UR賃貸住宅共用部照明のLED化
・UR賃貸住宅への潜熱回収型給湯器の設置

75,400 トン （R6年度実績）
18,073 台 （R6年度実績）

9,168 戸 （R6年度実績）

・廃棄物の再資源化
・建設発生土の有効利用
・環境物品の調達

98.9% （R6年度実績）

98.9% （R6年度実績）

100% （R6年度実績）

事業活動を支えるガバナンス体制

様々なフィールドで活躍できる人材の育成、
多様な働き方を支えるダイバーシティの推進

・内部統制に係るeラーニングの実施
・内部統制関連研修の実施

全職員対象 43 回 （R6年度実績）
延べ 539 人受講 （R6年度実績）

安全かつ強靭なインフラ構築と持続可能なまちづくり

高齢者や子育て世帯等が安心して暮らし続けられる環境の整備

地球温暖化対策の推進

適切な内部統制の推進

社会情勢の変化に対応できる人材の育成 DE&Iや働き方改革の推進

コンプライアンスの徹底・推進

建設副産物のリサイクルや環境物品等の調達の推進

UR賃貸住宅における安全・安心・快適な暮らしの実現

海外都市開発事業への民間企業の参入支援

東日本大震災からの復旧・復興支援 発災時の迅速・円滑な対応に向けた活動

150 人 （Ｒ６年度までの累計）・支援要員等の派遣

令和６年能登半島地震からの復旧・復興支援

※必要な機能・性能を有する判断の基準を満たす製品が市場に
　確認できなかったものを除く

ＵＲは、これまで人口減少・少子高齢化、災害の激甚化・頻発化等を背景とする
社会課題の解決に貢献してきました。これからも、まちづくりやくらしづくりを通
じて、世界共通の目標であるSDGsに貢献していきます。

サステナビリティへの対応
SDGsへの貢献 DX
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